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日本の工業化と女性労働
行っている。また、本書は研究対象のタコ壺化が進ん
できた日本人の研究に対して、綿紡績、製糸、織物の
すべてにわたる労働を分析の対象とし、欧米で開発さ
れた分析手法にとどまらず日本の伝統的な論議も十分
咀嚼し、それらを相互補完的に用いて、戦前期日本の
女性繊維労働の全貌の解明に成功している。分析方法
面でジェンダー論の視角を強く意識している点も注目
される。欧米の人文・社会科学におけるジェンダー研
究の視角を、従来の社会経済史の論議と真正面から突
合せ、新たな歴史像の構築を試みている点が本書の特
長であり、最もオリジナルな部分と思われる。
近年、日本の学界でも女性史・ジェンダー史研究へ
の取り組みは盛んとなってきたが、社会経済史の領域
に正面から立ち入って、そこに新たな論議を吹き込む
試みは、女性史やジェンダー史の研究者からも、社会
経済史研究者の側からも、乏しかった。本書でハン
ター教授は、女性たちは確かに非力であり、劣悪労働
条件も厳然と存在してはいたものの、彼女らが雇用主
の言いなりになっていたわけではなく、農村の家族に
も支えられ、職場の移動などを通じて彼らに抵抗し続
けたこと、特に戦間期には、金銭的にも精神的にも自
立へと向かっていたこと、一方、雇用主たちは女性労
働者の高い移動率に悩まされ続け、労働募集に途方も
ないコストをかけながら、ある種の社会的観念に制約
されて、若年女性労働を使い捨てにするシステムを維
持し続けたことなどを主張している。
本書が経済史、経営史、労働史の諸分野のほかジェ
ンダー論に関心を持つ人々にも広く読まれれば幸いで
ある。
（あべ・たけし　大阪大学大学院教授）
（たにもと・まさゆき　東京大学大学院教授）
